
 

 

  

保護者の皆さん、中学生のころに親に言われたことはありませんか？また、親になった現在、

お子さんに言ってませんか？今はテレビよりもゲームやスマホ、ＳＮＳでしょうか？子どもがいつま

でも居間でゴロゴロしているとついつい言いたくなりますよね。子を持つ親として気持ちは十分わ

かります。特にテスト前はそうですね。 

さて、中学生のころを思い出してください。こう言われて素直に勉強部屋に行ったでしょうか？

せっかく楽しみにしていた番組なのに…この番組が終わったら勉強しようと思っていたのに…   

内心ムカムカして頭に血が上り勉強どころではありません。そんな経験はありませんか？ 

ずいぶん古い話ですが、私の中学生時代は家に１台しかテレビがなく、チャンネル権は子ども

にありませんでした。今のようにビデオもユーチューブもなく、放映している時間に見ないと永遠に

見ることはできませんでした。当時、人気のあった番組は日曜の夜８時から放映されていた青

春学園ドラマで「○○青春！」というタイトルで中村雅俊や村野武範が出ていたやつです。これ

がまたＮＨＫの大河ドラマとぶつかり父親は「こっちの方が歴史の勉強になる。」と言って見せてく

れませんでした。辛いのは次の日の学校での会話です。「面白かったなあ。このあと吉川くんとどう

なるんやろ。」と言われても見てないので話についていけません。テレビの話題で盛り上がっている

友達の輪からそっと抜け出すしかないのです。 
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「いつまでテレビ見とるんや！ 

早よ勉強部屋行って勉強せえ！！」 

当時唯一の娯楽だったテレビを見せてもらえないの

は苦痛でした。しょうがないので自分の部屋には行き

ましたがやる気も失せてふて腐れてラジオやレコードを

聞いていました。 

 

話を元に戻します。「いつまでテレビ見とるんや！

早よ部屋行って勉強せえ！！」というのは勉強しなさ

いと言っているのではありません。ゴロゴロする姿は見

たくない。この場からどこかへ行ってくれと言っているの

です。こんなことを言われて素直に勉強する中学生

はまずいません。反抗するかやる気を失うか、とりあえ

ず部屋に行って別のことをするのが関の山です。 

それではこんな時はどんな言葉がけがいいのでしょ

うか？ 

魔法の言葉をお教えしましょう。 

裏面をご覧ください。 
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１年校外学習、２年京都研修、

３年修学旅行が終了しました。      

無事に帰ってくるのが当たり前な

のですが生徒を預かる身としては

一安心です。どの学年も生徒の行

動は素晴らしく、とても感心しま

した。 

生徒たちは今後もいろんな経験

を通して成長していってくれるこ

とと思います。 
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「今日の予定はどうなっているの？」 

私はこの言葉が一番だと思います。「今日の予定はどうなっているの？」と聞いて、本人に答えさ

せるのです。ゴロゴロしていてさぼっているように見えていても子どもにも言い分があるかもしれませ

ん。「今日は部活がなかったのでパレアで友達と勉強してきたのに…」「このテレビ番組はとても勉強

になるので先生から見た方がいいと言われたのに…」「ゲームをしているように見えるけど学習アプリ

で勉強しているのに…」などなどです。 

予定を聞かれれば答えなければなりません。「８時までテレビを見てそれから勉強するよ。１０

時半なったらお風呂に入るので残しといてね。」「今日は疲れたので９時には寝るわ。そのかわり明

日の朝早めに起きて宿題するし。」などです。自分で予定を答えた以上は守ろうという意識が働き

ます。やれと言われた勉強ではなく自分で計画を立てた勉強です。同じ時間机に向かっていても

内容は全く違ってきます。勉強してほしいという気持ちは同じでも、親がかける一言でやる気を育て

たり無くしたりします。子育てはここが難しいのです。 

中学生ともなれば口先で丸め込むことは困難です。 

子どもが勉強しているのに親がテレビを見ていたり 

スマホを夜遅くまで触っていたりすればそれは説得力 

に欠け、子どもは矛盾を感じることでしょう。 

 もうすぐ期末テストです。子どもが頑張って勉強できる 

環境づくりは親の大切な使命であると思います。 

学校だより「校長室より」は今回で４号

となりました。読んでいただいている方に

はお分かりだと思いますが、内容は校長の

雑感、所感、随想などです。カッコよく言

えば教育方針にもなりますし、子育てハウ

ツー書にもなろうと思います。 

保護者の皆様を対象に月１回程度を目標

に発行していきます。中学校の場合、行事

予定は学年通信、学級の様子は学級通信で

お知らせしていますので、かぶらないよう

な内容にしています。 

先日嬉しいことがありました。３年生の

生徒が図書室で一生懸命「ドラゴン桜」を

読んでいました。聞くところによると男子

に人気で貸し出しは予約待ちだそうです。

学校だよりが思わぬ所で役立ちました。       

誰か東大目指さないかなあ。 


